
B.LEAGUE Hope は持続可能な開発目標 (SDGs) を支援しています。

世界で存在するあらゆる不平等

日本で広がる「相対的貧困」

世界では今、どんな不平等が存在するのでしょうか。
世界では大きな所得格差があり、世界で最も裕福な 8人のお金持ちが、経済的に恵まれない 36 億人のお金をもっていると
言われています。豊かな生活を送る人がいる一方で、1日約 200 円以下の貧困生活を強いられている人たちが大勢いるのです。
新型コロナウイルス感染症のパンデミック（世界的大流行）を受けて格差は拡大しています。
また、このような経済的格差だけでなく、人種や身分の違いによる差別、ジェンダーや障がいの有無による不平等も存在します。
例えば、世界人口の 15%（およそ 10 億人）が何らかの身体的・精神的・感覚的な障がいに苦しんでおり、
障がいを持つ子どもや若者のうち、学校に通うことができている割合はわずか 2% 以下と言われています。

「相対的貧困」とは、住んでいる国や地域の平均的な生活水準と比較して貧しい状態を指します。
高齢者、単身世帯など相対的貧困層の中でも「ひとり親世帯」の問題は大きな課題です。
日本は世界でも裕福な国とされていますが、ひとり親世帯の貧困率は先進国の中でもかなり深刻な状況です。
ひとり親世帯のほとんどが母子家庭であり、子どもがいるために正規職につけない、また適切な養育費をもらえな
いことで貧困に陥ってしまい、そのまま子どもの貧困につながり、現在、子どもの 7人に 1人は貧困と言われています。
ひとり親世帯の家庭では、子どもが学校以外の習い事に通えないなどの教育の格差も日本では大きな課題の一つにあります。

私たちができることは？

ひとり親家庭の支援など
B.LEAGUE のクラブの活動を知ろう！
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ジェンダーや障がいのある人への理解を深めよう！2

10SDGs の目標：

人や国の
不平等をなくそう

島根スサノオマジック
「すさたま君」

Bクラブマスコットと一緒に

福島ファイヤーボンズ「ボンズくん」

障がいの有無に関わらず、
共に生きる社会を目指そう！
B.LEAGUE Hope と
スペシャルオリンピックス日本（SON）
はインクルージョン社会の
実現を目指しているよ！

B リーグのクラブでも様々なことに取り組んでるよ！
※テキストをクリックすると記事がご覧いただけます。

ライジングゼファー福岡千葉ジェッツレバンガ北海道
募金活動で
母子支援施設の
子どもたち等を
試合招待

社会福祉講話や車いす
バスケットボール体験会
を実施

「神くん」

子ども食堂を通して
困窮世帯やひとり親世帯へ
食事を届ける

「ジャンボくん」「レバード」

https://www.bleague.jp/b-hope_son/
https://www.levanga.com/news/detail/id=15661
https://chibajets.jp/report/detail/id=21331
https://projectspiral.jp/%e3%80%90%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e3%82%b9%e3%83%91%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%83%ab-%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%82%af%e3%83%ab%e3%83%bc%e3%82%b8%e3%83%a7%e3%83%b3%e6%95%99-3/

